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「フラ ンス語 の話 し方、 書 き方教本」(訳)

福 井 秀 加

1[fol.1「]我 々は始め、 このように言 う:父 と子 と聖霊の御名 によりてアーメン。

さてここに美 しいフランス語 を正確に話 し、また書 くすべをお前に教える 「言葉 の用 い

方教本」が始 まる。 これはフランスの言葉の使い方、習慣 に従 っているものだ。

先ず最初、この必要な仕事 を始めるにあた り、我々は敬度な心 を以て神 と、い と優 しき

御母、至福の処女 マ リアならびに天の聖なる王国にいます諸々の栄 えある方々に祈 りを捧

げよう。神 はその天国に神の友、選ばれた者 を置 き給 うた。 あらゆる至高の学問、知恵、

恩寵 と理解、あらゆる美徳がその高みよりよって来た る。神の慈悲深 き思 い召 しと恵みを

以て、この書 を学ぶ全ての人々を高遭なる善知識 と理解の恵み溢 る ・露に浸 し、啓発 し給

わん ことを。

さらにこの人々が、 この世 で他の如何なる言葉 よりも尊敬 され、且っ愛 されている必修

ラテンについで、最 も美 しく優雅な言葉であ り高雅な話 し言葉のうましフランス語 を、正

しく発音 し書 くための学習 に生来の理解力 を示すよう導き給 え。 とりわけフランス語 は凡

そ神御 自らの栄光 を称 えるためにか くも甘美 にして愛すべ きもの とされたのである。それ

故 フランス語 はその大いなる甘美 さと美 しさの故に、天上の天使たちの話 し言葉 にも匹敵

し得 る。

人間はこの世の中で最 も高貴であ り、尊厳 ある生 き物であるか ら、神は人 をその配下 に
あるじ

ある全ての生 きもの、事物の支配者、主であれ と命 じられた。故 に私は人間 について、又

人間の身体の各部 について[fol.1v]そ して人間に関 して、 また人に起 こり得 る全て必要な

事柄についてはっきりと明示 し、説明するところか ら始 めよう。

記憶すべきは人間の身体が12の 部位 に分かれているとい うことである。賢明なる哲学者

の述べ る如 く天の黄道十二宮が これを支配す る。 この天の黄道 は月が人間の身体の部位 に

符合する十二宮のひ とつに入 る時、今述べた人間の部位にたいして大いなる影響 と支配力

を もつものである。さて私の親 しき友 よ、人間 というものが さかさまの木であると、知 っ

て欲 しい。即ちその幹 と根 っこは逆立ちしてお り、てっぺんは枝 と共 に下方にある。
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人 間 の頭 が そ の よ う に な っ て い る。 頭 は 一 番 高 い所 に あ り、 主 要 な 部 分 で あ るが そ れ は木

の幹 に あ た り、 髪 の 毛 は根 っ こ に あ た る の だ。

また 次 の こ と も知 っ て お きた い 、人 間 に は い ろい ろ な 部 分 が あ る とい う こ と。額lafront

だ とか 、 耳1esorailles,目lesyeulx,眼 瞼lespaupieres,眉lessurcilles,鼻lenase,鼻 孔

lesnarines,軟 骨latendron,頬lesjouves,口labouche,唇leslievres,歯lesdens,舌la

langue,顎lamenton,喉1agorge,首lecol,甲 状 腺1evendon,肩lesespaules,肩 甲 骨le

blazon,脇1esasselles,腕lesbras,肩 先lesmahutres,肘lescoubtes,手lesmains,指les

deis,掌lapaulme,爪lesongles,関 節1esjointes,胸lapoitrin,乳 房lesmamels,肋 骨les

costes,脇 腹lesflans,背 中ledos,骨lesos,脊 椎 骨1'escine,腹1eventre,膀1'ombri1,恥

丘1epenil,生 殖 茎levit,精 巣lescueillons,肛 門1ecul,腰 関 節 部leshanches,腿les

queses,鼠 径lalene,膝lesgenoilles,脚lesjambes,外 腿lagarette,ふ く ら は ぎ1eassure,

躁1acheville,足lespies,踵letalon,足 指lesartols,足 の 裏laplanedupie,内 臓les

entrailesducorps,脳lecervel[fol.2「]咽 頭legorger,胴 体lecorps,心 臓lecuer,肝 臓

lefoye,肺lepolmoun,脾 臓1'esplien,腸lesboeaux,胃restomac,血 管lesveines,神 経

lesnerfs,髄larate,胆 嚢lefie1,腎 臓lesreignons,腰lesreynes,膀 胱lavessie、 皮 膚1a

pel、 お よ び4つ の 体 液 、 即 ち胆 汁colre,血 液sang,粘 液fleume、 黒 胆 汁malencolieな

ど 、 と い う もの で あ る。

II.さ て これか ら我 々 に とって必 要 な事 柄 とその話 し方 とを述 べ よう。

館 の 主が一人 の騎 士 、 あ るいは騎士見 習 い、又 は部 屋係 、 あるい は他 の下僕 の一人 、 も

し くは従 者 の若者 にむか って言 う:「 衣 裳係 を私 の ところへ呼 んでお くれ、直 ぐに来 る よ

うに と伝 えな さい。」 「か し こま りま した、御 主人様 、直 ち にお言付 通 りに。」と、 それ か ら

騎士 見習 い は衣 裳係 の も とへ と行 き この よ うに丁寧 に言 う:「 ギ ョー ム さん、神 の御加護

を!」 〈あ るい は〉(velsic):「 神 のお ひ きたて を!」 と。 「私 の親 友、 よ う来 られた。私

にで きる こ とで何 か お望 み か な」 「え 〉そ の通 り、旦 那様 がす ぐ来 い とお呼 び にな って い

る。承 知 の助 だ ろ、 ぐず ぐず して い る と旦 那様 はあん たに腹 を立 て られ る。 だか ら、 ま ご

ま ごせず に、 あ ち らへ さあ さ急い だ、急 い だ。」

「どんな御 用か知 って いるのか ね」 「神 か けて、知 らな い よ。 しか しさ、御 主人様 の御 入用

の品 々 を買 うんだ ろ うか らお昼 前 に行 か な い と、 と思 い ますね 」

そ こで衣裳 係 はで きるだ け急 いで主 人 の許へ 出向 き、うや うや し く次 の ように言 う:「 御

主人様 、何 か お気 に召 します ことは?」 〈あ るい は〉[fo1.2v]「 御 主人様 、何 か御 用向 きは」

「行 きつ けの布地 屋へ行 って欲 しい。 そ こで上等 の深紅 の を12樟(1樟 ほ ぼ1メ ー トル強 と

思わ れ る)真 赤 を6樟 、青 を8樟 、緋 色 を9樟 とそれ に同 じ く紫 と茶 色 だ。 それ に白 も15
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樟。 それか ら小間物商 の ところで10オ ー ヌ(aulneは 肘の長 さで測 る とい う)の 金 色の布 と

赤 い純 絹 の布1枚 、 それ に30オ ーヌの 白い ファスチ ア ンあや織 りと又 同 じ く灰色 の フ ァス

チ ア ンあや織 り、 ラ ンスの布 地20オ ー ヌ とそれ に同量 の亜麻布 だ。

全部 その ように して済 め ば、持 ち帰 って衣裳棚 へ入 れ、 そ こで袖 な し外套 と小 型 のマ ン

ト、大 きなホ ップ ラ ン ドコー トの長 いの と短 いの 、長 い飾 りリボ ンの付 いた 巾広 い頭 巾、

腰 と尻 を覆 うか な り長 いズボ ン、 そ して 同 じよ うな しつ らえの長 い くつ下 を裁 断 してお く

れ。 それか ら、胴着 、短 いチ ュニ ック、胸 の開 いたチ ョッキ、短 い上 着 に裁断 して仕立 て

るよ うに。 お前が 出来 る限 り、且 つ工 夫 して仕事 を下働 きの職人 にさせ得 る最 良の方法 で

や ってお くれ。 さっ き言 ってお いた ランスの織物20オ ーヌ と亜麻布 は経 帷子、下 着、儀 式

用 ズボ ンを作 るた めに しまってお くと承知 して欲 しい。 尚、腕 の立 つ、 また急 ぎ仕 事の で

きる職 人 を沢 山集 めて しっか りと縫製 した良 い仕立 て をさせ る ように。職 人の仕 事 に失敗

や手抜 きが あ って はな らない。[fol.3「]立派 な仕 立 て をしなか った ため に、直 ぐに も形が く

ずれ、縫 目が ほ ころび るな どは職 人 の赤恥 だか らな。

さて現在 の ところ、私 の身分 にふ さわ しい家の管理 や何 や らは、 この館 に来た ばか りだ

か ら充分 には出来 兼 ね るので 、管理人 にい ろい ろ調度 を整 えさせ たい と思 う。 まず、私 の

寝 室 には厚み のあ る平板 に寝台 用の藁 蒲団、 それ を購 入 した ら大工 あ るい は寝台作 りを来

させ、寝台 を組 み立 てて藁 蒲 団 をはめ込 ませ る。 それか ら執事 は寝具 や附属 品 を買い に行

く。

す なわ ち、掛 け蒲 団1枚uncoverture,ベ ッ ドの頭部 を もち上 げる長 枕testreavecla

sileure,カ ー テ ンlescourtines,サ ー ジ織 りの布unesarge,経 帷子2組 その うちの1対 は

ラ ンス織 りで、 あ との1対 は上等 の亜麻布 の ものdeuxpairdelinchiaux,毛 布2枚deux

blanketes,羽 蒲 団又 は装 飾用寝 台掛 けunekeulteouunekeutepoynt(OFcolte,cueute

pointeca.1180)長 い ク ッシ ョン付 の枕2っdeuxoraillersavecunlongcoissyn,麻 の丈

夫 な シー ツ1枚canevasdechanvreな ど。

広 間用 に購 入す る品 は背 の たかい テー ブルdesse,立 派 な壁 掛 けタ ピス リgrantdoseur

と台 に掛 ける厚布lestapisbankeurs,ク ッシ ョンquarreaux,テ ー ブルtables,架 台

briches,酒 杯用卓tablespourhanapes,長 椅子bankes,椅 子chaiers,ベ ンチfourmes,あ

んかscelles,平 板aes,平 水 鉢bacins,火 鉢chauffouersと 吊下 げの手 洗 い鉢 で ある。

酒 房 について はテー ブル クロスnapes,ナ プキ ンtouuailles,長 い クロー ス10ngres,銀

カ ップtassesd'argent[fol.3v]柄 付杯gobles,マ ドラス木杯madres,壺terrins,皿plas,

碗escuelles,純 銀の皿 と小匙sauciersetcuillerstoutdefinargentを 買 う こと。

厨 房の品物 は食器棚dressouers,赤 銅 の鍋posd'arrein,大 鍋paelles,三 叉串troipies、

焼 き網grailles,鉄 串hasles,鉄 の掛 け金 と肉焼 なべcrockesetlechefrisdefer,ふ い ご

souffletes,井 戸の滑車 と釣瓶cackesetsielxpourlepuusで ある。同様 に また、冬 に備 え
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て多 くの薪 が必 要 だ。

私 の靴 屋 に は、12足 の切 込 み模様 の あ る靴soliersescoletezetpartusez,と 裏 皮 の靴3

足soliersescorchezを 作 らせ 、また私 の駅 者 のた め に2つ 結 び 目の あ る靴5足 を作 る よ う

話 して お く必 要が あ る。

また、私 の管 理人 が やが て来 た る花 の復 活祭 のた め に、 私 の 口に合 う4樽 の赤 葡萄 酒 、

それ もこの地方 で みつ け られ る最 上 の もの を手 に入 れ て お くように と望 む の だ。 とい うの

も、私 は大 い に飲 んだ り、食 った りす るだ ろ うか ら。

III.さ あ、国許 を遠 く離 れ て馬 で旅 を した り、 あ るい は徒 歩 で旅 を しよ う とす る人 が道 中

どの ように振舞 い、 どの よ うに話 す べ きか につ いて語 ろ う。

まず 、主 人 は出発 に先 立 ち召使 いに こう言 う:「 ジ ョナ ン よ、 あ るい は ヨハ ン、 ジ ャ ッ

ク、 ピエー ル、ペ ラ ン、ペ ロ ッ ト、 ポー ル、 あ るい はギ ョーム で あれ、 ギ ル ミノ ッ トで あ

れ、 さあ、 こっ ちに来 い」〈ある いは〉「こ っちへ来 な さい!」 「御 主人様 、で きるだ け急 い

でや っ て参 りま した」「ジ ョナ ンよ、準備 してお くれ 、私 の馬 を鍛 冶屋 へ連 れて行 き、必 要

な ら金 具 を打 たせ ろ。良 く打 ち込 んだ頑丈 な蹄 鉄 にす るのだ」「はい、そ ういた しま し ょう。」

それ か ら[foL4「]召 使 い は馬 数頭 を引 いて鍛冶 屋 へ ゆ き、 主人 の い いつ けた事 を行 う。

召使 いが鍛 冶屋 か ら帰 るや否 や 主人 は次 の よ うに話 す:「 ジ ョナ ンよ、済 ませ たか 」 「は

い、た しか に。」〈あ るい は〉「はい、 しっか りといた しま した。」「では、す ぐ馬 ど もに干 し

草 、大 麦 、 そ してパ ンをやれ。 とい うの は、私 は朝食 が済 め ば直 ちに馬 で 出掛 け る こ とに

な る。 多分 す ぐに戻 って くるだ ろ う。地 方 の領 地 で仕 事 が 山積 して い るか らな。 ジ ョナ ン、

食 卓 を置 いて支 度せ よ、 ち ょう ど食事 をす る に よい時 間 だ。」 「か し こま りま した、御 主人

様 。」

召使 い はテー ブル を置 きに行 く、 よい工 合 の長 さにテー ブル覆 い を掛 けて、 それ か ら塩

つ ぼ と水 を半分 満 た した コ ップ を運 び、食 卓 に置 く。 そ こでパ ンを取 りに行 く。干 か らび

たの で はな く、 よ くふ くらん だつ るつ る した、 この あた りで見 られ ぬ程 の 白い良 いパ ン と、

大 層上 品 で 口あた りの良 いボル ドーのす き透 った赤 葡 萄酒 と白葡萄 酒 を探 しに行 く。 さて

そ こで主人 は侍僕 の一人 にむか っ て、 あ るい はお気 に入 りの誰 か に むか って、物 腰 も柔 ら

か な調子 で この ように言 うの だ。「ジ ョナ ン君 、調 理場 へ 行 って食 事 が出来 上 が って いな い

か尋 ねて欲 しい」 「御 主人様 、御 言 い付 け どう りにいた し まし ょう。」 そ して彼 は全 てが準

備 され る よ う見 届 けるた め に調 理人 の とこ ろへ話 しに行 く。 そ うこ うす る うち、[fol.4v]

主人 は手 を洗 い席 につ きにゆ く、 そ うす れ ば侍僕 や召 使 いが美 味 しい肉 を給 仕 す るの だ。

とい うの は、 まず第 一 の コース として、夏 で あれ ば蕪 の スー プdesoupedesnaveux ,冬

で あれ ば 鶏 肉 とキ ャベ ツdeschousdeporree,あ るい は脂 身 と豆 の煮込 みdespoais

一4一



LaManieredeLangagequienseigneaparlereta6crirelefrangais

avequelalarde,又 は裏 漉 しの ピ ュレdepureeが 供 され る。 その あ と牛肉deboefと か羊

肉moton,豚 とか仔牛porcetvia1の こって りした肉料理 で あ る。第二 の コース として は、

と り肉料理dechapons,雄 鳥gelines,雌 鳥pullesの 大 きなパ テが出 る。第三 の コースに は

卵desouves,子 豚 と雌 豚 を と り合 わせた ものpetitsporceusetporceletesjostees,白 鳥

cines,つ るgreus,か ささ ぎheyrons,サ ンカノゴ イbytores,ち ど りに うづ らpluvierset

pardriz,そ の他 い ろいろ野 鳥 の肉で あ る。最後 に はチーズdeformage,梨poirs,り ん ご

pomesく るみdesnoesな ど。大 いに食 べ た あ とで主人が こう言 う:「 さあ、食 卓 をさっ

さ と片附 けて くれ 、 ジ ョナ ンよ、馬 に鞍 を置 きに行 くの だ。 しか し口の中 にはみ を入 れ る

時 、黒馬 には よ く注意 しろ、噛 まれ ん ように。 鞍 を置 いた ら馬 を広 間の戸 口の前 へ引 いて

おいで、 そ こで私 が馬 に乗 るか ら。」 主人 はやお らや って来 て馬 に乗 り目的の道 を行 く。

町の はず れ まで くる と、み すぼ ら しい一人 の老 女 、あ るいは別 の女 に尋ね るのだ:「 お ば

さん よ、オル レア ンへ行 く道 は どれかね 」「旦那 さん、教 え まし ょ。 この道 を真 っす ぐ馬 に

乗 ってお行 きなさい、谷 間の ところ[fol.5「]ま で くる と、 ち ょっ と前 方 に生垣 が見 え ま し

ょう。そ こに は道が 二筋 あ って十字 架が立 って お ります。 その十字 架 を右手 に見 なが ら左

の道 を進 むんです よ。 そ うす る と大 きな森 が見 え ます。悪 者が沢 山隠 れて いる とい う噂 だ

か ら、旦那 さん、泥棒 には注意 しな され。 ひ どいわ るさをす るんだ そ うで。神 のお導 きに

よ り、あ なた様 のお気 に召す何 事 に も栄 え と喜 びがあ ります ように。」 「美 しい奥 さん、神

と共 にあれか し。」〈あ るいは〉「あなた に神 の御加護 を。」 さて、 この旦那 は道 を進 み次 の

ような、あ るい は又別 の、 自分 の気 に入 る唄 を歌 い始 め る:

ほ う ら、 ほ ら、我 等仲 間 に

今年 は葡萄 の 当 り年

心 も想 い も くれ てや る

我 等 は楽 しい仲 間た ち。

飲 んだ り、飲 んだ り、 このエ キス

黒 い葡 萄の したた りを。

唄 えや 踊 れ、今年 は豊年万作 だ

神 に感謝 の ひ と踊 り。

良 い酒 な しに は

うれ しい祭 りも始 ま らぬ

ほ う ら、 ほ ら、甘 く切 ない この酒 は

人 を笑 わせ唄わ せ る。

貧 乏人 は金持 だ

パ ンや お金 が な くって も

お酒 の功徳 で金持 ちだ
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酒 の御利 益 あ りが た い。

どけちの財 布 もゆ るみ ます

あ との後 悔 先立 た ぬ。

娘 さんた ち

落 穂 を拾 い[fo1.5v]

家 に帰 れ ば思 い出す

楽 しい仲 間 のお遊 び を。

3人 、4人 と集 まって

口 を揃 えて こう言 う よ

飲 もうよ、 みん な、

ち っち ゃな瓶 で ぐい とや り、

愉快 な気持 ちに な りまし ょう。

さあ さ、行 った り、 酒倉 へ

恵 みの葡 萄酒

開 けよ じゃな いか

葡萄 を植 えた葡萄 作 りの

長 き幸せ 、長 寿 を祈 り

この葡萄酒 をあ けよ じゃな いか。

これ は美味 いそ 、

俺 の心 は とろ けたぜ

とろけ る ロゼ が

お い らに歌 を唄わ せ る。

この葡 萄酒 は、

頭 に くるわ

うちの 内儀 さん、足 さか さに

ぶ っ倒 れ させ て し まう まで。

彼 は歌 を歌 い終 え る と侍 僕 あ るい は侍 僕 た ち に次 の ように話 し始 め る:「 さあ君 た ち、

ま もな く夜 にな る」〈あ るい は〉 「やが て夜 にな ろ う」 す る とジ ョナ ンは 自分 の主人 に大層

丁 寧 に こう答 える「さ よ うで ござい ます御 主 人様 、 ま こ とに さよ うで。」 〈あ るいは〉 「その

ようで ござ い ます 。」〈あ るい は〉「仰 有 る とお りで。」「今 日は先 を急 ぐよ り、この町 に泊 ま

った 方が よか ろ う、 どう思 うか ね」「御 主人 様 、思 し召 しの とお りで ござい ます。」「ジ ョナ

ンよ」「はい 、旦那 様」「先 に行 ってす ぐに宿 を とって お いで」「さよ うにい た します 旦那 様 。」

そ こでわ きめ もふ らず道 を進 み、宿 に行 き着 くと大変 鄭重 に この ように言 う:「 宿 の御 亭

主 、御亭 主殿 。」 す る と宿 の主人 は前 者 に奥 か らまった く横 柄 に答 える 「何 だ、誰 なんだ
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ね」「この怠 け者、何 で お前 さん は私 が呼 びか けた最初 に返 事 しなか った?」[fol .6「]〈あ る

いは〉「私 が まず戸 を叩いた時 、どう して返事 を しなか った のだ。神 か けて災 いをふ りか け

てや るぞ。 あんた は こ こで私 を長 い間 ぼんや り待 た せた んだ ぞ。 知 って の とお り、今 日ほ

ど寒 いの は今年始 めてだ。 雪 は降 る し、 あ られ もみ ぞれ もひ どい もん だ。水 は凍 って足 の

甲み たい にな って る じゃないか。 凍 てつ いた氷 はなか なか溶 けないて。 さあ、早 く戸 を開

けて そ こへ入 れ て呉れ 。 さ もない と、戸 をめ ちゃめ ち ゃにぶ ち破 るぞ、本 当 にや るぞ!」

あるじ

「さあさ あ!あ なた、 そん な にか んか ん に怒 りな さるな、す ぐ開 け ます か らに。」 宿 の主

は急 いで戸 を開 け にか か る。戸 を開 くと、戸 を叩 いて いた人 間 を見 て、彼 に言 う:「 聖 マ

リア様!驚 いた、 ジ ョナ ンさん、 あ んたで したか」 「そ う ともさ、私 が見 えないか 」「ジ ョ

ナ ンさん、親 しい友 だ ち よ、気 を悪 くせ んで欲 しい。 あんたが 其処 に いる とは思 って もみ

な か った。 さて さてあ なた、御機 嫌損 じたな らど うか御勘 弁願 いた い。充 分つ ぐない は し

ます よ。 ジ ョナ ンさん、心 か ら信 頼 して い るか ら是非 頼 むの だが、私 がや った こ とをそ ち

らの主 人 に は言 い付 けん で欲 しい、 もしわ か った ら、 そ りゃ気 を悪 くされ るだ ろう。私 は

御 主人 の お気 に入 らん こ とに なる。」[foL6v]「 君、そん な事 は心 配せ ず ともよい、君 が良 い

友 達づ きあい を して くれ るの な ら、 そん な事 は言 わ ない よ。」「誓 い ます よ。親 友 さん 、す

ば ら しい友達 にな りま し ょう。私 がで きる ことで何 か お望 みな ら、 それ が お前 様 のお気 に

入 るな ら、言 って貰 いた い、 で きる限 り喜 ん でや ります そ。私 は常 に、今 もこれか ら もあ

んたの言 う事 は聞 きます よ。」 「それ じゃ宿 の御 亭主 、 ここの泊 ま り心地 は よろ しいか な、

言 って貰 い ま し ょう」「はい はいお客様 、お蔭様 で …王様 のお泊 ま りを仰 せつ か って も充分

お気 に召 す よ うな、行 き届 い た誠 実 な宿 で ござい ます よ」 「さて、 その よ うで はあ るが。」

そ こで あ るじは次 の よ うに答 え る:「 こち らへ来 てみて下 さい、 お客 さん御 一緒 に。 さ

っ そ く一番綺 麗 な一番 居心地 の良 い部 屋 を見 て貰 い まし ょう。 これ まで見 た こ ともない程

一 層立派 に金 や絹 の布 で飾 りつ け し
、 しつ らえてあ る部 屋 です。 しか しまず 、錠 前 を開 け

るた めの鍵 を探 して きま しょうや 。」 彼 は戻 っ て くる と戸 を開 け中 に入 り、相 手 に言 う:

「さあ、 この部 屋 の あた りを ぐるっ と見廻 して下 さい、 どうですか ね」 「成 程 、御亭 主、結

構 な工 合 で私 の気 に入 る ようだね。 又、別 の点 で も大層気 に入 ります よ、部屋 は しっか り

とまじめに ホウ キで掃 いて あって埃 も塵 もないか らね、 とい うの は、蚤 もし らみ も他 の虫

もい ないだ ろ う」「虫 なんか あなた 、絶対 にお りませ ん よ。 うけ合 って言 い ますが 、皆 さん

は ここで快 適 にお泊 ま りになれ ます。[fol.7「]勿論 ね ずみや二 十 日鼠 が たん とお るの は御 承

知 の ところだが 、 それ は皆 さん に は どうで もよ ろしい こ とで とい うの は以 前 に私 が作

った巧 妙 な道 具 、網や 仕掛 けで ねず み共 を しっか りつか まえ るよ うに言 い付 け ときま した。

もっ とも鼻高 々 で言 って るん じゃな いですが 。 ジ ョナ ンさん、 さあ聴 いて下 さい よ。御 主

人 は今夜 こ こに泊 まられ るか ね」〈あ るい は〉「御 主人 さん は今夜 こ こへ見 えるで しょうな」

「そ りゃ本 当 です ともさ、しか し、御 主人 が仲 々御 ゆ っ く りなんで不 思議 に思 って い る とこ
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うだ よ、 とい うの は先 ぶれ の ため に旦那 様 を後 に した時、 こ こか ら もう3哩 程 の ところだ

った か ら。」 「御 主人 が間違 い な く今晩 来 られ る とお前様 は知 ってい な さるのか」 「誓 って、

そ う と も。」 「それ じゃ、 ま こ と私 は鳥屋 へ行 って、 にわ とり、食 用の雄 鶏、 鴨や小 さい野

鳥 な ど と夕食 の ため に買 う としまし ょうや。」「宿 の亭主 、 まず は さあ、薪 を切 って暖 かい

火 を頼 む よ、 今 日は とて も寒 いんだか ら。」

さてそれ か ら道 に出 て鳥屋 へ着 くと、(こ の場 合宿 の亭 主hostelerが 行 った のか ジ ョナ

ンJanynが 行 った のか文脈 は曖 昧 にな る)次 の ように尋ね る:「 さて御亭 主 、 これ はい く

ら ぐらいの もの ですか ね」 〈あ るい は〉 「お かみ さん、 これ をい くらで わ けて くれ ます か」

〈あ るい は〉「これで い くらにな りますか」〈あるい は〉「この河 あひ る三羽 で い くらです か」

「旦那 、10ド ニエ いた だ きます」「あん た、それ は高す ぎる、半 値 で充分 だ」「何 をお っ しゃ

る、 この河の マ ドラ デル三羽 には9ド ニエ払 って貰 い ます よ。 つ ま りこれ は本 当 に逸品 で

して…肥 えて脂 ぎって ますか ら。 うけ合 って も良 いが これか ら先二 年経 った って こん な良

いやつ にお 目にか か った り、食 べた りはで き ませ ん よ。[foL7v]さ あ さ、 よ う見 て下 さい。

も う脂 で はち切 れ て るで し ょうが。」 「ふ む、ふ む、 よ う分 か る。 しか し、 また 法外 にふ っ

か けた ものだ」「め っそ う もな い!旦 那 、私 が こう と思 えばです ね、今 日で もあ した の朝 で
りき

もこの あひ るは10ド ニエ で売れ ます ぜ、これ は信用 して も らわ にゃ」「そん に力 む ことはな

い って。それ以上 言 わん で も最初 の言 葉で わか っ てい るよ。さあひ と言、い くらにす るね?」

「こ りゃ絶対 に、 その値段 をいただ きます。 さ もな くば売 りませ ん」 「やれ やれ!今 年 取引

き した商売 の うち でお前 さん は一番 高値 をつ け る人 だ。 ほか では この三羽 と同 じに良 いや

つで も7ド ニ エで手 に は入 る さ。 しか しまア仕 方が ない。 この次 には もっ と良 いの が見 つ

か るだ ろ う」「パ ウ ロ様 に誓 って この値段 で こん なに良 いの は町 中 にあ りませ んや 、これ よ

り上等 の あひ るな んかお 目にか か った こ とはない筈 で さ あ。」「それ じゃそれ を貰 お う、 ほ

らこ こに あんた の金だ 、あんた を神 にお委 せ しよ う」〈あ るいは〉「神 のお 導 き を!」<あ る

い は〉 「守 り給 う神 に!」 〈あ るい は〉 「神 と共 に!」 〈あ るい は〉 「神 の御 加護 を!」 「旦那

さん、健 康 とや す らぎ を神 が下 さい ます よ うに!」

そ こで ジ ョナ ンは宿 へ と帰 り主人 の夕食 のた めに肉 の準 備 をす る。彼 は帰 っ て くる と、

水 を一杯 張 った鍋 を火 にか け、鍋 が沸騰 し始 め る と、 あひ る に火 を通 すた めに鍋 の中へ ざ

ぶ ん と浸 け る。 それ らか 急 いで羽 を抜 く。羽 を全 部[fo1.8「]抜 き終 え る とす ぐ尻 尾 を切

る。指 をあ ひ るの胴 体 の中 に入れ て内臓 と汚物 を全 て引 き出 し丁寧 に水 で洗 う、 それか ら

ロース トす るた めに焼 き ぐしに刺 し、す っか り出来上 が って充 分 に焼 け る と串か らはず す、

その頃主人 が宿 にや って くる。

そ こで宿 の女 主人 あ るい は娘 が 出迎 えて客 に この よ うに言 う:「 旦那様 、 よ くい らっ し

ゃい ま した」 〈あ るい は〉 「よ くお いで な さい ました」 《 も し、馴 々 しい言 い方 をす れ ば、

それ は疑 わ しい言 い方だ が》 「旦 那 さん、 よ うこそ」 「奥 さん、御 機嫌 はいかが か な」 〈あ
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るい は〉 「お内儀 、 どうしてい るか ね」〈あるいは〉〈次 の ように言 う〉 「奥 さん、 あれか

らず っ とどうして お られたか」「まあ、神様 とあなた様 のお蔭 で、お元気 なあ なた様 よ りな

おぴ んぴ んいた し とりますわ」「そ りゃ大 いに結構 」「旦那 さん、長 い ことお 目にか か りま

せんで したわね」「その通 りだ よ、さて美 しい奥 さん、教 えてお くれ、いつ も貴女 の所 にい

た 美 しい娘 さんは一人 もお りませ んか な」「お客様 、お気 に召す な ら、大層綺麗 な上品 な身

体 っ きの娘が 二人お ります、両手 で握 り締 め られ るほ どの きゃしゃな娘 で ござい ます よ。」

「それで は是非 その娘 さん をこ こへ連 れて来 て貰 お う。その娘達 を見 る迄 は馬か ら下 りませ

んぞ」[foL8v]そ こで娘達 が客人 の前 に現 われ る。客 曰 く:「 これ は これ は、 この前逢 った

娘 さん よ りず っ と身体 つ きも良 い し、ずい分美 しい女性 だね。是 非 とも私 のN壮 園 で一 緒

に暮 らして貰 える とよいが。この娘 た ちには金 や銀や ほかの財 、いや館 まで くれ てや ろう。」

そ こでや お ら客 は馬か ら降 り娘 の名前 を尋 ねて言 う:「 可愛 い 》恋人 たち は何 とい う名前

なのかね 」年 か さの娘 が この よ うに答 える:「 御 主人様、 お気 に召 すな ら、私 の名 は イザ

ベ ル と言 い ます」 そ して他の一人 が言 う:「 御 主人様、 マルガ リー タで ございます。 あな

た様 が善行 をほ ど こされ る御恵 みを神 が下 さい ます よ うに」「イザベル よ、さあ こっちへ来

な さい、 さあ」くあるい は〉 「さあ、優 しい恋人 、私 の ところへ い らっ しゃい、遠慮 せず に。

ひ どい ことはしませ ん よ、 それは約 束す る。神 も御覧 あれ、や さ し く大切 にあっか うよ。」

「はい喜 んで、旦那様 のお言 い付 け通 りにいた します。」 そ こで客 は娘 を抱 き、甘 い口づ け

をす る。 それか ら優雅 に情 熱的 な愛情 を もって、恋す る男 の調子 で次 の ように言 うのだ:

や さ しく美 しい恋人 よ

つ とみやびやか な る人 よ

私 はお前 に愛 を捧 げた

花 の衣装 で飾 った君 は

私が ぞっ こんの御主人様 だ

花 園に咲 くい としのバ ラだ。

しなや かな姿の恋人 よ

私 は君 に心 を捧 げる

私 の愛 と、 あ らゆる楽 しみを、

美 しい一折の花 の ように大切 なお前 に。

それか ら客人 は彼女 の手 を と り広間へ行 って言 う:「 娘 さん、夕食 を一緒 に食 べ よう」

「有難 うござい ます。お客様」[fol.9「]そ こで彼 は召使 いの名 を呼 んで尋 ね る:「 ジ ョナ ン

よ、我 々の夕食 の支度 は出来 たかね」 「はい御主人様 、 どうぞいつで もお座 り下 さい」 主

人 は席 に着 きあた りを見 回 して言 う:「 あ 〉、 まだテーブルが置 いて ない じゃないか」 そ

うして召使 いた ち に腹 を立 て始 め この ように言 う:「 お前た ち二人 にはろ くな一週 間 にな

らぬぞ」くあるい は〉「お前 たち は痛 い 目に あわせ てや る。絶体 に。私が ここへ到着 してか
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らとい うものお前たちは一体何 をしていたのだ。夢で もみてぶ らぶ らしていただ けではな

いか。す ぐに食卓 を置いてただちに赤葡萄酒のクラレットか 白か を飲 めるようにして持 っ

て来い。喉がか らか らだぞ、それ に腹 も空いた」「はいはい、お言い付 け通 りにいた しま

す、旦那様」 この主人はやがて酒を飲 み終 え、娘 も飲 むと、彼女 にこんな風に言 う:「 さ

あ恋人、こっちへ来なさい、この私の前の椅子 に坐 るのだ」「お客様、それ はどうぞお許 し

を」「おやおや!そ うして貰わん とな」「有難 うございます、それでは」そうす ると客 と娘

には大層味の良い夕食が供 され る。客 は満足 した顔付で大いに喜び言 う:「 娘 さん、 どん

な工合かね」「旦那 さん、喜んでお りますわ、神様 とあなた様のお蔭 で」「まことに私 も嬉

しい、 どんな人に もましてあんたを歓迎 する、是非 あんたが気に入 る食事をさせてや りた

い」「まあ とんで もない、充分です、おかげ様で」客 は娘 に言 う:「 おや、 もう食べないの

かい」「あ ら、いただ きますわ旦那様。有難 うございます」「では見てい よう」[fol.gv]二人

が食事 を終 えるや否や客は娘 を愛撫 し始 める。彼女の愛 と処女性 を獲得するために、彼女

に対 して感 じた愛の大いなる残 り火 ゆえに、 この世で一番甘美な愛に満ちた唄をこのよう

に口ずさんだ り大層や さしげに歌った りす るのだ:

愛1青こめて見つめる美 しい目差 しが

私の心にい としさをそそぎ込む

お前 と私が目と目を見交す と

全身の血は失せてその目に吸い込 まれて しまう。

お前の優 しい魅力で有頂天の私 は

い くら見 とれていて も見 あきは しない

お前の姿 を心にしっか りと描 きとめたか ら

他の思いが は入 り込む余地はない。

こんなに嬉 しい思いをしているのだか ら

お前 を忘れ るなんてぜったいにないのだ よ。

〈 ここに最 も楽 しい うたが終 る〉泊 り客 はこの唄を歌 い終 えると娘に大層や さしく話 しか

ける:「ね え私の恋人、 この唄仲々上手 に歌 っただろう」「さようですねお客 さん、非常 に

上手 く歌われ ましたわ、心 も身体 もすっか りのぼせ上 りました もの」 そこで客 は娘の手 を

とり、男一匹に誓って、一生 ほかの女を相手 にしない とはっきり約束 して言 う:「 さあ私

の恋人、お前 さんを私 の伴侶 とするよ、 この点 について確約 する」 それか ら客は娘 とたわ

むれ、遊ぶので、全ゆる快楽やおふざけの うちに彼の心 は有頂天 となって、宿のおかみ さ

ん、召使連 中、部屋付 きの者たち、従僕 たち[fol.10「]に多 くの美 しい贈 り物 をする。つ ま

り、宿 の女主人 には緑の薄絹の美 しい腰帯 を、召使いには3ス ー4ド ニエの銀貨 を与 え、

従僕連中には巧 みに丈夫に作ってある緑 ビロー ドの財布 を一個 ずつ与 える。財布 には赤 い

純絹 の紐がついている。そ して12ド ニエの銀貨 も入れてやる。客人 と娘、それか ら身分の
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あ る客 の友 人 たちが皆 彼 と楽 しみ、驚 くほ どの遊 興 をす る。 客 の主人 は従者 の楯持 ち、侍

従 たち にスパ イス と飲 物 を もって くる よ うに命 じる。 す ぐさま、楯持 ち、侍 従 たち は蝋 燭

を沢 山持 って や って くる。 ゆ うに50本 はあ るのだ。其処 へ全 ゆ る種類 の スパ イ スが一杯 は

入 った、サ ラセ ン風の 宝石作 りの美 しい盃 を もち込 む。 それか ら彼 等 は上等 の ビール と上

等の葡 萄酒 を持 って くる。 つ まりクラ レ ッ トに赤 葡萄 酒、 白葡萄酒 だ、 また、 ひ とつ 、 ギ

リシ ャの酒 の よ うな甘 い ワイ ン、 ヒポ クラス、 モ ン トロー ズ、 リュネ ィ、ベ ル ナー ジ ュ、

アル ポ ワザ ン、 アルサ スの オゼ イ、香料 入 りの ク ラレイ、 その他 手 に入 る限 りの酒 類 であ

る。 そ して又他 の飲 料 、サ イ ダーの よ うな もの、 梨の サ イダーや香 料入 りビール の甘 いブ

ラ ゴ ッ トな ど も持 って くる。 その時、客 の主 人 の前 に角笛吹 きや ラ ッパ 吹 きが クラ リネ ッ

トや フルー トを持 って現 わ れ、 角笛 や ク ラ リネ ッ トを吹 き鳴 らす。 す る と客 の主人 、楯持

ちた ち は真 夜 中に なる まで大 いに しゃべ り、踊 り、踊 りの組 を くみ、 身体 をゆす りそ して

美 しいキ ャロル を歌 うのだ。 この ように騒 いです っか り疲 れ果 て[fol.10v]も うそれ以 上踊
やす

れ な くな る と主人 は まわ りの優 雅 な友人 た ちに言 う:「 さあ皆 さん、寝 む時間 とな りま し

た よ。 もう真夜 中過 ぎて一時 に近 い、だ か らさっさ とや すみ まし ょう。私 は横 になれ ば も

う ぐうぐうです な」「ほ ら、ジ ョナ ン、恋人 を部屋 へ案 内 しろ、靴 と服 をぬがせ てや りな さ

い。 私が部 屋 に入 った ら一 緒 に寝 むた め にす っか り準 備 が出来 て い るよ うに」 そ して客 の

主人 はや っ て きて大満 足 で恋人 と寝床 に入 り彼 女 に接 吻 をし、 か き抱 き、片腕 を首 の下 に

置 いて彼女 に対 して親 し く夫婦 の間柄 にあ るや さ しさ と愛 撫 を与 え る。朝 にな る と彼 は非

常 に早 く起 きて部屋 付 きの者 の名 を呼 ぶ:「 ジ ョナ ンよ、 まだ寝 て い るの か」 「い 〉え、 ど

ういた し まして旦那様 」「で は何 を してい る」「旦那 様 、夢 を見 て い るん で して」「目を覚 ま

せ、 悪魔 と母親 とにか けて、何 で もよい か ら起 きろ。 昨晩 お前 に言 い付 けてお いた よ うに

何 故早 く私 を起 こさなか ったか 」「旦那 様 、誓 って 申 しますが、 お起 し しました よ」 「何 だ

と!お 前 は喉 の奥 で嘘 をっい てい る、一体 今何 時 なのだ 」「御 主人様 、まだ朝 早 うござい ま

す よ」「そん な事 は どうで もよい」〈あ るい は〉「それ はか まわ ん」〈あ るいは〉「つ ま らぬ こ

とを」 〈あ るいは〉 「それ は関係 な い。」「ほ ら、起 きろ」くあ るい は〉 「さあ、す ぐ起 きるん

だ」 〈あ るい は〉 「さあ尻 を上 げて朝食 の支度 だ。」

さて主人 は起 き出 し、 シ ャツ を自分 で着 て、胴 着 と大 きな コー トをつ け、靴 を履 く。 全

部 を身 につ けて[fol.11「]準 備 が ととの う と部 屋 の隅の窓 の所 へ行 き手 を洗 う水 を貰 う。 手

を拭 くタ オ ル も、其 処 へ持 っ て くる。宿 の女 主 人 が 現 わ れ この よ うに 言 う:「 御 客 様

昨 晩 は如 何 で ござ い ま した か」 〈あ る いは〉 「昨晩 お休 み になれ ま した か」 「あ 〉結 構 で し

た。 おかみ さん有難 う、 しか し少 々気分 が悪 くて ね。沢 山飲 みす ぎた し、夜 ふか しをや ら

か した か ら。 ジ ョナ ン よ、櫛 を取 って お くれ 、 あの娘が髪 を とか しつ けて くれ るだ ろう。

馬 に水 をや り大麦 とか い ばをや る よ う馬 丁 に言 い付 け ろ。 それか らい きの良 い魚 を どっ さ

り注 文 す る ん だ、鰻anguillesに 、 や っ め うな ぎlampreous、 そ の幼 魚lamprals、 生 鮭
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samonfraisseに 塩 鮭etsaleie、 せ た か う おbremes、 に し ひ め じroches、 パ ー チ

perches、 舌 び ら めsoles、 か れ いpleiz、 バ ー ベ ルbarbels、 あ さ が お く ら げ1uces、 鱈

leynge、 鱒treyte、 河 ひ め ま すgrepet、 小 鱈cedeleynge、 干 鱈merlankes、 つ の ざ め

butynge、 塩 魚poissonsaleie、 ひ ら めplatoun、 と げ うおespineis、 か じ か 魚carboue1、

き た の か まつ かgojoun、 ぼ らmulet、 塩 鱈mulueldemer、 き ゅ う り うおespelankes、 ち

ょ う ざ めestorjoun、 タ ー ボ ッ トturbiller、 鱈rais、 食 用 テ ン ダ ルtendal、 く ら げgeleis、

ノ
か にcrevis、 めか じきrasours、 鮫chiendemer、 葡 萄酒 漬 い るかporpeisaveclapuree、

か きoistrez、 紫 貝muscles、 と りが いkochavon、 に しんherancblanc、 燥 製 に しんheranc

sor、 それ に、 に しきき ゅう りうおesperlingeと 小魚 、 その他 の海 の魚や河 の魚 も沢 山 に

だ よ。

この食 事 が全 て ととの うと客人 は両手 を洗 い食 卓 に座 る。 食事 を終 える と女主人 に次 の

ような場 所 へ行 く道 を尋ね る:「 此 処 か らパ リ近 くの エ タ ンプ まで どの くらい あ るの だね」

「御 客 さん、ほんの10里 ほ どしか あ りませ ん よ」[fol.11v]「 夜の うちに着 け るか な あ」「え 〉

お客 さん、勿論 です とも」「え一 とさて、此処 か らオ ル レア ン まで は どの位 だ ろ うか 、どの

道 を通 れ ば よいか な」「旦那 さん、エ タ ンプ の町 を馬 で ず っ と過 ぎて ゆ き、サ ン ロイの 門の

方 へお いで な さい ま し、 そ こか ら町 を離 れ て半 里 ほ ど行 くと道が二 つ あ ります よ。 一 つ は

十字 架 の ある道で 一つ は細 い道で す。十 字架 を右手 に見 て、 緑 の一 番大 きな道 をお進 みな

さい。 それ か らシ ャル トル の森 の 方へ道 を とるんです。 そ こへ着 きま した らその後 す ぐに

ボー シャテル ・レ ・プ レ とい う町 に近付 きます よ。 す る と真直 ぐにオル レア ンにむか って

い る街道 が見 え ます 。横道 に はそれ ませ ん。 それ をお望 みで な けれ ばで すが 一」 「さあ、

テー ブル を片付 けて さっそ く馬 に乗 ろ う、 そ こで泊 る前 に まった く暗 くな るだ ろ うか ら」
いとま

さて客は女主人 に暇 を告げ、 この言葉を言う:「奥 さんではごきげんよう」「旦那 さん、御

幸せ に御達者でい らっしゃい ますように、なさること全てに御運があ ります ように、旦那

様本当に御親切 によ くしていただいて有難 うございます」〈あるいは〉「有難 うございます

旦那様、お目にかかった最初か らずっ と私共 によくして下 さった気取 らぬ御親切、御心の

広さに心から感謝 いたします。いずれあなた様 に御恩返 しが出来 ます ように、 まった くの

ところ旦那様、大変有難 く存 じてお ります」そ こで客は馬 に乗 り恋人 の娘 に接吻 し[foL12「]

当座の費用に と30フ ランを渡 してやさしく言 う:「 大切 な連れ合いのい としい恋人、又逢

う日まであなたを神 にお任せする。私はオルレアンへ行 き少々気晴 らしをして くる。長 く

はかからないよ」
あるじ

そ して この主 は馬 で道 を急 ぎ、 町の 中へや っ て くる と最初 に出逢 う人 に訊 くのだ:「 も

しも し、あなた」 〈あ るい は〉「御主 人」〈あ るいは〉「御 子息 、今 は何 時 ですか な」〈あるい

は〉「時計 が今 何時 を打 ち ま したか な」 〈あるい は〉 「い くつ時計 が 鳴 りましたか な」「さあ、

た しか に、 よ く分 りませ んが10時 を打 った んだ と思 い ますが 一 とい うの は、 ここの つ
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を 打 っ て か ら充 分 一 時 間 は た っ て ます か らね 」 「御 若 い 方 、 有 難 う、 神 の お 守 り を 一」 「御

主 人 、 神 が 良 い 機 会 と祝 福 を与 え られ 、 あ らゆ る危 険 か ら守 られ ま す よ う に」

IV.さ て次 は肉体 労働 をす る労働 者 や農業 に従事 す る者 た ちの話 し方 を述 べ よ う。

小 農 園で仕事 をす る者 が土 を堀 り溝 を作 る土木 工事 人 に この よ うに言 う:「 おい、 お前 、

実 の ところ今週 はい くら稼 いだの だい」「いや あ、実際 、今週一 ぱい土堀 りをや り、つ るは

しや棒 ぐい を使 って深 い溝 を掘 ったの に、た った12ド ニエの稼 ぎだ ったの さ」「それ はひ ど

い!少 ない な」「じゃ あ、親 方 言 っ と くれ、 あんた はい くら稼 ぎな さった」 「そ りゃお前 さ

ん に は教 えてや る。 これ まで お 目にかか った こ ともな い ような見 事 なつ ぎ木 を庭 の樹全 部

にや ってな、 そ いつ らは青 々 として きたぜ 。 も一 つの庭 は土 を堀 り起 こ して[fo1.12v]キ ャ

ベ ツや葱 、パ セ リ、セ ージ、 それ か らほかの緑 の香草 を うま く植 えたね え、 そいか らそ こ

の い ら くさ とか、 しもつ け そ う とか悪 い雑 草 をみ んな引 っ こ抜 いて きれ い に し、種 の良 い

の を沢 山植 えたん だがね 、 それか らい ろんな果物 の樹 、 リンゴや ら梨 や らす ももや ら桜 ん

ぼや ら くるみ もそ こい らきれ い に勇定 した って こ とよ。 け どな、今週 の稼 ぎは30ド ニエだ

け さ、いや しか し、先 週 も同 じだ け稼 いだか ら、 まあ結構 と喜 ん どるが」「まあ、そんな こ

とは どうで もええ、今 日この 日手 に入 る もの を稼が にゃ」「おや、あっ ち こっちの鐘 楼 で鐘

が鳴 っ て る じゃね えか」「そ うよ、明 日は あ りがた い祝祭 日だ で。そろそ ろめ しの時 間 だな」

「その通 りだ」 〈あ るい は〉 「そ う しよ う」

そ こで二 人 は食事 を しよう と連 れ 立 って宿屋 へ行 く、宿 につ くとバ ター で味 つ け して脂

ぎったべ 一 コ ン と一一緒 に煮た キ ャベ ツ、べ 一 コ ン と白味 も黄味 もある殻 つ き卵 が供 され る。

二人 の若僧 は大 層大食 なので腹 ぺ こを早 い こ と満 たすた めに む しゃむ しゃ と噛 み もせ ず に

食物 をのみ込 む。 さてす っか り食 べ終 る と飼犬 のマ スチ フ犬 に骨 を投 げてや る[fol.13「]こ

の恐 ろ しい犬 は ものす ごい勢 いで骨 をか じる。 犬共 はお互 い にふ ざけて戯 れ始 め、 当然 そ

れ は争 い とな り、強 い方 が弱 いの を地 面 に倒 す。 そ うなる と威 勢 の良 い奴 が相手 に言 う:

「俺 のマ スチ フの方が お前 さんの よ り強 いぜ 、まあ犬 は離 して、我 々 も力つ くで腕 だ め しを

しよう、 どっちか が地面 に倒 れ る まで な」「俺 達 の方 はや め とこ うや、市 場へ 行 って金槌 と

木槌 を買 うんでな。 この前 の時 と同 じ、先 に降 参 した方が よい さ。 あ とは神 だ のみ、俺 は

行 くぜ」

V.も う一 つ別 の話 し方。

小 麦 をふ るい にか けて荒 挽 き と精 選 とをよ りわ けて い るパ ン屋 が従 弟 の一 人 に言 う:

「ピエール 、塩 を取 れ、す ぐに水 を汲 んで大鍋 に入 れて火 にか けるんだ。今夜 は粉 を捏 ね て
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パ ン種 の は入 った9ブ ッ シェル をベル ポ ワ さん と この た めに焼 くそ。 明 日の サ ン ・ミッシ

ェル の祝 日は御 立 派 な奥 方の ギ ュネル様 の御 埋 葬式 さね、ベ ル ポ ワの奥 方様 は この前 の聖

十 字架称 賛 の祭 日 にお亡 くな りだ。」 「親 方 、怒 らんで下 さい。両 手 に怪 我 を しち まった ん

で、 ほ ん とに、水汲 みがで き ませ ん」 「何 で 又 そん な怪 我 を した のだ[foL13v]お 前 はわ ざ

とす る悪 い奴 だ」「本 当 なん です。両 手で 剣 を持 って だ ち公 とふ ざ けていた 時、右手 をグサ

ッ とや られ、手 の平 を切 って骨 に と ゴ<程 なん です か ら、僕 の言 って るのが嘘 で な い証 拠

を見 て下 さい。」「な んて こった!ば か な こ とを した もんだ、 こん な に怪 我 す る までふ ざ け

る とは。今 はお前 の手 が い るの だ よ、 それ な の にお前 はぜ んぜ ん役 に立 た ん」「あ 〉、それ

な ら親 方 さん、心配 ないで す よ。治 って しま うまで僕 のか わ りの者 をみつ け ますか ら」「本

当 にで きるのか 」 「え 》で きます とも、大 丈夫 で す」 「今 にわ か るだ ろ。 しか し ともか くこ

ん な怪 我 を して 困 った ことだ 、傷 はか な り深 い し、危 い ところだが 、 まあ元 気 を出 せ。 お

蔭 が あれ ば直 ぐに も治 るだ ろ う」

VI.今 度 は商人 た ちの も う一 つの会 話。

商 人 は年 季奉 公 の見 習 い に言 う:「 ギ ョーム 、 ど こにい るか」 「御 主 人様 、 こ こにお りま

す 」「私 の所 へお いで 」〈あ るい は〉「こっちへ お いで」 「旦 那 さん、はい只 今」「お前 は一体

朝起 きて か らど こへ行 ってい たか。 お前 が ち ゃん とお った の な ら私 は朝 か ら市 へ 出か けて

い た ろ うに、品物 を売 りに行 こ うと私 が起 きたの をお前 は知 っ と る じゃ ないか。今週 は[fol.

14「]お 前 に とって悪 い週 にな るぞ、 お前 の馬鹿 さ加 減 で今 日 はあ きない を台 な しに した」
ゆ う べ

「何 はともあれ、旦那 さんが昨夜言い付 けられた通 りに、旦那 さんの仕事 をしてたのは御承

知で しょう」「何 を嘘を言 う、身 もちの悪いあばずれ娘たちと一緒 にいたんだろ、錆びた鎌

で顔で も切 られる とよい。お前が馬鹿 をやめぬなら、いつれ はひ どい ことになるぞ」「とん

で もない、そんな所 にはいませんで したよ」「お前は喉の奥で嘘 をついておる。連中 と一緒

にいたの は分 っている」「お願いです、そんなの じゃあ りません」「だ まれ!悪 魔 にかけて!」

〈あるいは〉「静か にせい、 さもな くばこれか ら4日 間身 にしみて私 を忘れんような平手打

ちを くわせ るぞ。本当だぞ、や って欲 しいな ら、たしか にや ってやる」〈あるいは〉「うる

さい」〈あるいは〉「さっさと出て行 け」〈あるいは〉「ひどい目に逢 うのが嫌な ら口答 えす

るな、 これ以上つべこべ言 えばお前 はな ぐりつけ られて、3週 間は私 を忘れんようにして

や る。本 当だからな、私 は言 うた ことは絶対 に守 るのだ」「あ 〉、おや さしい御主人様、す

み ません。お腹立 ちの ところをどうかお赦 し下さい。[fol.14v]平 身低頭 お願 いします。神

かけて、 もう決 してあなた様 に対 し悪い ことは致 しません」「それでは行 け、許 してや る」

「まことに有難 うござい ます旦那様」

そこで奉公人は主人 の品物 を売 るために市場へ行 く。其処 には様々の国か ら沢 山の人が
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商 品 を買お う とや って くる。見 習 い はそ の人 た ちにむ か って礼儀 正 し くこの よ うに言 う:

「さあ皆 さん、こち らへ ど うぞ。この町 で御 み か けに な るの と同様 上 等 の布 を御 覧 に入 れ ま

し ょう。 ほか の どの町で もで きな い良 い 買物 です よ。 さあお客 さん、 みて下 さい。如 何 で

す か」 〈あ るいは〉 「さあお気 に召 します か。此 処 に上 等 の赤紫 の とえび茶 のが 、 ござ い ま

す。 ほか に え も言わ れ ぬ あ らゆ る色 が あ ります よ、 お好 み を選 ん で貰 い ま し ょう」 そ こで

客 の商人 が 言 う「この緋色 のひ と巻 きはい くらす るの か」す る と相 手 は この よ うに答 える:

「旦那 、2000フ ラ ンいた だ き ます」「それ や駄 目だ よ、あんた、そ んな に払 え る と思 うか い?

この ひ と巻 きで700フ ラ ンは払 うがね え」 「ね えお客 さん 、お見 か け した ところ御 立 派 で 目

が お高 い。で は一 言 、本 当の ところ言 わ して も らい ます。1500フ ラ ンで どうぞ」「いや なか

なか、 ど うあ っ て もこれ以上 は払 えな いね。 それ に、 まだ高 す ぎ る」 「とんで もないで す。

旦那 は ち ょつ と手厳 しい。 しか し、 いつれ 又[fol.15「]今 後 も私 の品 を もっ と買 って貰 える

で し ょうか ら、で は私 の買 った値 でお願 い します。 つ ま り1200フ ラ ンで … しか し今 す ぐお

支 払 い願 え る とい う ことで 司 「さあ、それ は心配 しな さん な。神 の お気 に召 せ ばす ぐ支 払

うよ。支 払 い 日 を8月1日 に して くれ んかね 」「それ は まこ とに、お気 を悪 くしない でい た

だ きた いです が、 そ うい うの はで きませ ん。私 の立場 が とて もひ どい事 に な って もか まわ

ん、 とい うな ら別 で すが。 貴 方様 の故 で私 が の っぴ きな らぬひ どい状 態 にな るなん て、 そ

うなれ ば良 い とはお考 え じゃ ござんせ ん で し ょう。 と言 い ます の は、私 は国の人 た ち に金

を沢 山借 りてお り、 それ を今 度 の ク リス マ ス まで借 りて い る状 態 です。 このた め に負債 は

あ るわ、 ま さに祝 祭 日に支 払 うわ とい う二 重 に重 な った厳 しい負 目 に縛 られ と ります。 で

すか ら、 その支払 いを部分 的 に、 あ るい は全 面的 に怠 る とすれ ば牢 に入 れ られ る こ と請合

い です。 す っか り支 払 う と同 意 す る まで は牢 か ら出 られ ませ んや。 そ うい うわ けで して、

旦那 さん、心 か らお頼 み し ます よ、全 額 をす ぐに払 って貰 い た いんで す。 も う待 てぬ とい

う必 要 に迫 られ て い るんで して。[foL15v]本 当 に旦那 、 この次 は貴 方様 に喜 んで 同 じ額 を

お貸 しいた し ます よ」 「ま あ、 あ んた 、そ う興 奮 せ ず に。 で は金 の半 分 を払 お う じゃ ない

か。 残 り半分 はだ ね、来 た るク リスマ スの聖 ペ テ ロ祭 に耳 を揃 えて支 払 う とい う義務 を ま

ちが いな く履 行 しよう」「そ うす る と言 わ れ るな ら私 も結構 で す。何 として も引 き延 ばされ

る よ り今 す ぐ私 の必 要額 を支 払 って欲 しい んで すが。 しか しこれ以 外 にで きんの で した ら、

支払 い 日をお待 ちす る しか あ りませ ん」 さて、見 習 いが 、買 い手 と全 て を取 り決 め る と次

の よ うに言 う:「 お優 しいお客 さん、 それ で は この 品 はお渡 し します。本 当 に旦那 さん は

私 が 買 った値段 で お買 い に な りま した よ」 〈あ るい は〉 「やれ やれ 、私 が払 った と同 じ値 で

お客 さん は品物 を手 にいれ ま した ね、 さあ商 品 をお持 ち下 さい。 それが私 の もの に な る筈

の利 ざや を願 わ くば儲 け られ ます よ うに」「これ は これ は親切 に有難 う。私 が あ と二年 この

ままで行 け ば、 あんた の親 切 は無駄 には な りませ ん よ。 お蔭 が あれ ば、私 はお前 さんに報

い ますか らね 」 「旦 那 さん、[fol.16「]神 の御 加護 を」 「で は、親切 なお若 い の、神 が お守 り
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下 さ る よ う に 。」

* * * * *

ミ

Lα 掘伽 」θ紹4θ 五伽8㎎6と 呼 ばれ て いる フラ ンス語 の教本 は14世 紀後 半 にイ ング ラ ン ド

にお いて作成 され た もの で現在 数種 の写本 が現存 してい る。 フラ ンスの習慣 や言葉 の使 い

方 に従 い、美 しいフ ランス語 を正 し く話 し、正 し く書 くよ うにdroitparleret6criredoulz

frangaisと 、教 え る もので あ る。13世 紀後 半 よ り14世 紀 にか けて フランス語 を学 習 す るイギ

リス人 のた めに フラ ンス語 教本が 数多 く作 られ た。 それ らは語 彙集 、文法 書 、会話 と作文

教 本 、書簡 文範 な どで あって筆者 が訳 を試 みたManiδreは 会話 とフランス語 の書 き方 を教

えて い る。Mani6reを 作成 した の はイギ リス人 で あ ろ う、 しか し名 も不明 で ある。教 本 の

後 半 に な ってKirnyngtonと い う名 が現 わ れ るが これ は写 字生 の名 で あ ろ う と見倣 され て

い る。see:PaulMeyer,La伽 痂∂z646L伽g㎎8gπ ガ6ηs6忽〃6δ ρ〃 ♂676'δ46ア 吻 」6

frangais:Mod61esdeconversationscompos6senAngleterrealafinduxivesi6cle,

etpubli6sd'apresleMS.duMusεeBritanniqueHarley3988,Paris1873.p,373

作 者 は フラ ンスに滞在 した であ ろ う し、当時 の フラ ンスの 日常 的 な社 会事情 に も詳 しい

ようで あ るが 、 この時代 の他 の 「フラ ンス語教本 」 に も見 られ る如 く、 ア ング ロノル マ ン

語 の特徴 が教本 の 中 に散見 され る。文 章 の中 に も英語 の表現 法 を その ま 〉フ ランス語 に直

訳 した よ うな言い 回 しが現 れ る。例 え ば、pourquoiの か わ りに英語 のwhyを その ま 》訳

した よ うなquoiが 続 出す る し、ilestbientempsの か わ りに 〃 θε'勿%'`6〃 ψs(itishigh

time)と 言 い、combienは ρ磁 観 ∂競(howmuch)と な り,surveillerの かわ りに ∫%70θo〃

ム

(survey),Aporteznousbientotの かわ りに・4ρo吻2ηo%s筋6ノ ∂ゑ∫(bringatonce)と 言 う。

また、 綴 り方が定 まって いない とい う面 も大 い にあ るけれ ども日常 に用 い る用 具 の名 や、

御 馳走 に供 せ られ る魚 の名 前な どには大 陸 フ ラ ンス語 に現れ な い綴 りや表 現が 頻 出 し、訳

者 を大 い に悩 ませ る。 これ らは当時 の イギ リスの美 し く、正 しい フラ ンス語 なので あ ろ う。

会話 の主題 は もち ろん 日常 の関心 事 におか れて あ る。 現実 に生 活 す る人 々 に役立 つた め

の フラ ンス語 で あ るか ら、 この教本 に展 開 され る世界 は ロマ ンスの 美 しい架 空 の社会 で は
あるじ

ない。生々 しく、活気溢れる人たちの息づ く生活の断片が我々の目に飛び込んで くる。主

が従僕や召使いをどの ように叱責するか、そして召使 いはどのように答 えるか、 という状

況や、お大壷様の旅の遊興、職人たちの些細 な楽 しみ、それに商売の売 り方、買い方の巧

妙なや りとりが面白おか しく語 られる。面白 くなければ言葉 は覚えられない、 と言 ったの

はラブレーであったか。

文法教本 と合わせてこのような話 し方、書 き方のマニュアルをっけてお くという事 も当

時 は行 なわれた ようだ。イングラン ドでincunabulaが 出回 るようになるとラテン語で解

説 をほどこした英語 の文法書が書かれ るようになる。G駕 〃z〃zo漉σηo搬 、4η81加襯 と呼
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ばれ る もので あるが、 それ ら英語文法 教本 に はManiereを 模倣 した ら しいDialogueも 付

してあ る。 曰 く、道 を尋ね る場 合 、宿 屋で宿 泊す る場合 、 品物 を売 買す る場合 とい うよ う

な 状況 設定 で会話文 が続 いてい る。 しか しこれ にはフ ランス語 のManiさreに 見 られ るよ

うなふ ざけた ところがみ られ ない。Mani6reに 現 われ る雰 囲気 はガルガ ンチ ュアやパ ンタ

グ リュエル の世 界へ とやが て通 じてゆ く様相 を呈 してい るが 、ひ とたび一つ の主題 につい

て話 し始 める と際限 な くだ らだ らと陳述 が続 くとい う手 法 は英会 話本 には現 われ ない。 イ

ギ リス ら しい と言 お うか会話 の全てが上 品 に と り澄 まして仕組 まれ てい る。 フラ ンス語 の

会話教本 とそれ らを手本 として作成 された よ うな英語 の会 話教本 を比較研 究す るこ とも、

彼等 の現実 的な趣味嗜好 を知 る上 で興味 ある問題 とな ろう。
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